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東日本大震災の発生，人生の転機

2007年 群馬工業高等専門学校 入学

2004年 新潟県中越地震

2014年 群馬工業高等専門学校 卒業

2011年3月 東日本大震災

2011年9月 東日本大震災津波避難合同調査団参加

2014年 東北大学 大学院（津波工学研究室）

リーディング大学院（グローバル安全学トップリーダー育成プログラム）

2015年 国連防災世界会議

現在に至る



リーディング大学院での活動

東北大学生協で商品化

東北での実践活動
最近の活動例
海外での実践活動



IRIDeS 津波工学研究室での活動

東日本大震災で再認識された
避難の難しさ
• 車避難の問題
• 避難行動要支援者の問題

気仙沼中心部での震災当時の避難行動のようす
(Makinoshima et al., 2016)



IRIDeS 津波工学研究室での活動

2016年 福島津波で再認識された
避難の難しさ

©個人が撮影したもの（Twitter）

©読売新聞社 ©個人が撮影したもの（Twitter）



IRIDeS 津波工学研究室での活動

地域の方々と協働での
避難行動調査（佐藤翔輔助教 JSPSプロジェクト）
避難行動の教訓の整理と共有

現地でご協力
いただいている方々



IRIDeS 津波工学研究室での活動

スーパーコンピュータを活用した
新しい都市避難行動評価手法の開発
より具体的な避難政策の提言，実行へ

気仙沼での検討例

©災害科学国際研究所
津波工学研究室



IRIDeS 津波工学研究室での活動

研究成果の地域展開
社会実装手法の検討
研究成果を被害低減へ結び付ける

2015/10/28
気仙沼市地区別津波避難ワークショップ

2016/07/16
気仙沼市第13回防災文化講演会

IRIDeS気仙沼サテライトオフィス



取り組みの中での課題と考えていること

ギャップ，方法論の不足

何ができる？
• 実践的（ローカル）なアプローチ
• 研究のスキル（形式知化，発信）
• グローバルネットワーク，発信力

etc...

グローバル化，情報化，
急速に進む学問，科学技術
⇒実現可能なことはひろがっていく
実際の社会（地域）は変わっている？


